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2012年度前期国際交流

事業紹介 4JJ 外国人のための日本語講座開講
(4/12-) 

4J'J 鶴林寺策会参加(4/29)

問削19年自在迎える

日本語陥座が今年もrm
~M し 日月末現在22名
が学習していま官 。受

話生の半数が中国古身で、

(自にベトナム インド

ネシア、タイ、インド、

アメリ力、チリ、ブラ

ジルの人がいま9"0A 

国宝鶴林寺で行われる茶会に、 国際交流協会で白本信在

勉強している外国人10名が菩加しました。ほとんどの人が

初めての体験で、阪かB雰囲気に少し緊張した様子でした。

懐紙の使い方、お茶のいただき万 茶器の拝見の仕方耳ど

わ白、ら耳いことだらけでしたが、周りの人の見ょう見まね

で挑戦ですa 誓加者の申には、 I甘い和製子と少し苦いi末

茶の羽目生がよかったで9Jと本格的なコメントく円た人も 7ラスの受治生は、全日が初めて日本語在学習していますが、

学習意欲が寓く上達が早いようです.B?ラスでは 日本訟に

も慣れてきて和気高い白いと学習しています.cヲラスでI~.

日本沼がJtum証人が多く ハイレベル革質問が飛び交います。

C?ラスの受悩生fj¥S国 「綿座を到7て初出て 今まで自分

のfaっていた文法力軍司迫っていたことに気づ舌ました」という

曹見もあります。それぞれのレベルに応じたフラスで 協会ボ

ランティア日11師のj旨羽のもと、み主主さん烈 ()Iこ勉強しています.

また受抗生にとってこの腕座は、日本語学習の場としてだけ

ではなく 同じ教室の仲間や先生に会える楽しい空間でもある

ようです。

5月 賛助会員ツアー
(5/12-5/1日)

オークランド市とヲイ J(ンコヲへのツ

アーに室参加しました。

オ フランド市では情物館やウォ-5'

ーフロント計画推進地などを見学した後、

加古川市姉妹都市訪品j固と古流しオーフラ

ンド市役所在表敬訪問しました。そして

記念すべきオ クランド市との締掠都市調

臼式に立ち会いました。

タイでは王宮や寺院を見学。数々の優し

い顔¢仏慢に出会い草んだが心が砲やが

になったような気がしました。また、水上

マーケットを観光し、川昭でnらす人々の

生活を垣間見たり、チャオフラヤ川を船

で土口アユタヤ一泊跡を巡る耳ど古代E神

1訓こ触れたほか、タイの伝統舞踊芯どのエ

ンタ テイメントも楽しみました。

いました。また、

お茶をいただく

前に、鶴林寺の

本堂在害拝した

り三重iきを見学

したりと、市内

lこも伝統あるお

寺があることを

知るよい般会に

紅りました。

5月 語学講座開講(5/13-日/29)

今年度は初版突会話ベトナム語会話入門 掛国盟会話入門の3餓座在開請

しました.

〈初級英金li!i>
ほとんど英語のみで進められる前座に世し困惑気味

だった畳間生ですが回在mねるごとにその不安もど

こへやら。耳が慣れてくると英語で前舗に質問したり

簡同士で会話練習在したりと突語での童話を楽しめる

ようにな口、もっと話してみたいと思えるように芯口

ました.

<韓国語童話;ス門〉

〈ベトナム窓会話入門〉

発茜は難しいl才れど文法は比較的簡単だと言

われるベトナム詰.日本Ulには草い音の聞き分

けと発盲に受駒生はb¥1;J.り苦労していたようで

すが とてもほめ上手忽前舗に後押しされ上達

も早いようです.受抗生か己はせっ白、く在ので

15回と言わす継続してベトナム悟を学びたい

との声も上が口、自主クル フとして宇習を続

けることが決まりました。

開流効果もあり、 語学蹴鹿の中でも人気の高い

朝国語巴受駒生の出席率も高く前師もビッヲリし

ていました.冒誌を盟わるだけで草く朝団の文化

や歴史在ど続々主主話砲を交え芯がら進む腕座I~ .

受鵠生にとって一つ一つが新鮮で隣の国のことを

考えるよい機会にも広ったようです。今後lま自主

グ1[，-7としてさらに朝国語在勉強していをます。



6)1 ふれあいティータイム 7FJ 七夕祭り(7/8)
(日/3)

シャンソンの流れる中和やかに始まったふれあ

いティ タイムはゲストスピ力 にフランス出且

のジエロムメリ斗さんをお沼きして フランス

の有名草地方の食文化や建造物耳どを写真と流暢砿

日本語を勉強している

舛国人に、日本の文化を

体験する機会在提供する

ため七夕苦つりを聞きま

した.中には浴衣やはっ

ぴを泊て拶加した人もい

て雰囲気もパッチUです。

ます1<1短冊に願い事を思

いて芭に飾口ました。短

日本穏で紹介していただきました。

参加者白、らは

フランスの物価

やファッション、

そして現在注目

されている原子

力発電について

の質問が出る草

ど興味深く文

化の違い在学ん

でいました。

聞には、 「日本語が上手にtd't)ますように」や「家族が健康でいられ

ますようにjという願いが日本語で上手に起が円ていました。

また、事加者に怯自国の自慢料理を持ち寄ってもらい食を通じて

の交流在行った後、 「スイ力剖t)Jや 「氷の早出IJt)J、 「輪投げJゲ

ムで盛り上がり、昌也に全員で陀惣旭川 「ビューティフJレ廿ンデー」

を踊って日本の豆在来しみました.

8月 第22回加古川市中学生海外派遣(8/7-8/18)

市内告'J喝2校白、己11名の派遣生が姉揖都市ニュージーランドオ一フラン

ド市在訪問しました。滞在中、日中lま市内の施践を見学したり、ニュ ジ ラン

ドにし白、生息してい草い動値物を観察したりと、たくさんのプログラム在体験し

きした。そして、到泊の目白、らいき草りホームステイの始まりです。初的て会っ

た目は 緊張でうまく会話ができ草かった派遣生もいましたが、次第に慣れ、帰

る頃には「もっと長くいたし)Jr帰口たくない」というほど、ホストファミリー

との併を深められました。

再会を約束しiI<ストファミリ と別れた桂、先住民族であるマオリの文化が色

謹く残るロトルアへ旅行に行きました。そこでは、伝統的な生活線式在見学した

り、ダンスショーに害加した口、伝統料理であるハンギ料理を食べたりと、マオ

リ文化を深く知る;!l虫Z主体験をしました。ホ ムステイやさまざまな体験、人と

町出会い在通じて 帰国時には、派遣生はひと回口たくましく耳ったように見えました。ζの事築で得た民盟主主体験と感動を忘

れす、彼己の今後の人生に生かしてくオ1ることを期待していま習。

8JJ 第21固青年海外派遣(8/日-8/18)

市内のB名のFJ年がヲl宰E名とともに姉妹都市ブラジルマリンガ市を訪問し

ました。毘いフライトを終えマリンガ空港に到泊すると、ホストファミリ に

実関で迎えられ、これ力、己始まる4日間のホームステイが不安からl町寺へと変わ

りました。

滞在中1<1:腿協施設や郊舛の農場を見学、広大芯トウモロコシ畑での収種作業

を間近で見草がう、貫主色のコーンに満たされたトラッヲの荷台に車って運ん

でも己うという初めての体験に、派遣生 同大喜びでした。また、現地のセズ

マ jレ大字や福祉施設和田ホ ム、加古川 マリンガ外国Eliセンターを訪問し

日系人のお年窓口や児笹たちとふれEうことがで苦ました。マリンガ市での足

終日の夕食会では、お世話になった方々にマツケユサン1(2と炭坑節を鍛露。 g
i主に現地の人たちも 絡になって炭坑節を歌って踊る草ど、とても楽しし咽寺悶をすごしました。

名践おしくマリンガの人たちと別れた後は フリチーパ在半日観光しイクアスの滝へ。水しぶきを浴びながらも雄大な跳似こ

自然の迫力在感じました。リオデジャネイロでは コルコI(ードの丘在ど市内在見宇し、サンパ会場では本場の廿ンパ衣装を試

むしてすンパ気分在J4喫しました。

そしてアメリカ =ューヨー?を経由し自由の女神や国連本部ヒーんを見学した後、日本へ帰国しました。
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2012年度前期国際交流

交流事業紹介

: 5)] パラナ州日伯経済友好使節団来日 (5/30)

ブラジル パラナ州より連邦下院誠口西蒜弘志氏をはじめ16名の怪臼

者が加古川市を訪問し、 締本市民在袈故訪問しました。

一行1;1現在修復中の姫路授と好古図を見字句新緑の美しい日本庭園での

ひとと舌在楽しみました.その桂、加古川市のウ工Jレネスパーフへ行苦

1 ホルな

ど府政内

を見学し

ました。

音邸のよ

さに定評

回Eの酉森ブラジル迎M共和国下院INs
(写良中央)

加古川市表敏!Ji問

のある音楽ホ ルでは、 「こん芯ホ jレで 悶歌っ

てみたいJと団員の女性がステキ耳声を舘白、せてい

ました.また、国宝である鶴林寺にも足を運び 本

堂や三虫培砿どの歴史的建造物を興院深げに見て回

りました。

: 6J1 マリンガ市親善使節団来日(白/4-6/日)

ブラジル マリンガ市からシウヴィオ パホス市長をはじめ23名が来日

し‘加古川市1<:2日間滞在されました。

一日目は姫崎将の大芙守修理在見学し めったに見ることのでき耳い天守

1&の瓦の置き換え作業に 行は興昧深々の横子でした。好古固でお茶席在楽

しんだ後 加古I11市役所在韮敬訪問し、栂ホ問長と、来年迎える加古川市と

マリンガ市の姉陪都市提1~~40周年について懇談が行われました.

クリ ンセンタにてゴミ処i!引ζついて税明を聞く 行

二日目の午前中は加古川市のクリ ンセンタ と兵庫南波

JR加古JI附北マυンガ迎りにて 協を訪問しました。 クリーンセンターでは施設やその機能に

ついて大いに関心をもった綿子で、取口に斜心に質問する勾面も見うれました.また、兵庫南限協の宵苗センタ でlふ

水稲の苗に興味を示され、どのように育てているの白、悲ど栽応方，去を破認していました。 その後はふぁーみんSHOPIこ

て民切を楽しみました。SHOP円にはIf;しいものがたくさんあり、ここでの買い物がとりわけ気に入己れたようですE

午佐世己は押戸市へ向力、い 海舛時住と文化の交流センタ を見学した後、兵庫県知事を表敬訪問しました.



オ一フランド市はニュージーランド北島北部に位置する人口約150万人のニュージーランド最大の都市です。

北はワイテマヲ湾、南はマヌ力ウ湾に商した港町で ーシティ オブ セイルズ(帆の街) という愛称、で親しま

れています。

街¢中心部l手高居ピルが立ち並ぶニュージーランド経

済の中枢であり、文化苦闘言制こもなっています。その半函

芙しい，司岸線をもち、周辺近海に点在する約50の島々

や森林保極地などの自然が豊かに息づいており、絶滅に

瀕している烏たちが数多く生息しています。また、誰も

が気軽にレジャーを楽しむことのできるl官民が盤ってお口、

気候は穏やかで、生活の質、水準と olこ世界鼠高レベル

在跨っています。民族借居間基マオリ族在始め事岐にわた口、

多憾性に白んだ文化が育まれています。

ニュージランド

タスマシ渇 .f'" 
ノ クライスト!1'，.->;I'

b 大奇F写

. .ーー『司司・圃・F

イーデン山b、ら見るオ一フランド市街 市のシンボルスカイタワ

自r!'i=:喜男=ヨト，，1;ー::::;c~ = J: ~ ， =l=l " I圃・~ー，
IJ!li!J~~=1園田両聞記困匹前

姉;昭市淀Il!!既日式

2010年11月1目、加古川市と姉妹都市提滋のあったワイヲ

ヶυ市ほか周回の7つの自治 本がオ一フランド市に統合されました。

新た芯オ ケラン ド市が誕生したことで加古川市とワイタケレ

市の姉妹都市交流はオ フランド市に引き継がれることになり

改めて両市は姉妹都市捉併を結ぶことになりました。加古川市か

ら締本市長をはじめ7名び5月14日の姉障都市提携調印式に出席

するためオ フランド市在訪問しましたe

謂印式では双方の市長が姉妹都市提供告に廿インし、 両市の友

好関係の発展を願い固く脂手を交わしました。 これにより 新オ

フランド市との相互交流が始まり、これまでの友好関係をさら

に鉱大、発展することが期待されます。
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[ 国際協のセミナー割暗募集 ; 

「国際協力とは何だろう」こん在ことを考えたことEある人はどれだけいるでしょう。

ダロ HJし化が進む中、国際協力機構 (JICA)で白年海外協力隊として，苦悶された方の体験談在迎じて、身近な国際協

力について考えてみませんか。

く日 時〉 平成24年 12月日日 (日) 午後2時から3時30分

<場所〉 加古川市国際交流センヲ- 201号室

く講師〉 前回 千恵(まえだちえ)氏

元青年海外協力隊 「小学校教諭J
派法先ネパール連邦民主共和圏

く 内容〉 ネパルでの生活やボランラィア活動体験談など

く定員> 20名

く参加賀〉 無料

<募 集> 電話にて申し込み(先着順) 広報かこがわ11月号にも渇純予定です。

L 乎W:，~l年度後期各種講座計画(予定L
10月初級日本語教育ボランティア設成前I!E

第1回ふれあい国際料理講座 (タイ料理)

1 1月 第2回ふれあい国際料理講座 (フィンラン ド料理)

12月第3回ふれあい国際料理講座(モンゴル料理)

国際協力セミナー

クリスマスパーティー

1月 初級日日本語教育ボランティア主主成誌座

マリンガ市青年海外;m造団受入

2月障がい者海外派遣

独立行政法人国際協力絡橋r...iJ!1:ボランティア募集 ] 

JICAポランディア 途上国で世界の人たちと一緒に働き

おEいの妓術、知識、経験在活かして国づく Dに協力して

います.また、ともにむらすことを通じて、日本との交流

の措亜し役にも五よっています.

現在JICAでl且 右記の嬰領でボランティアを諒鈍してい

ま雪.

その他相談会等も随時実施しております。詳細について

は下記へお問い合わせくre.さい。

勾 齢

応募資措

事31早期間

派出i田国

公益社団法人 青年海外協力協会 TEL:06-6375-2224
JICAホムベジ h口pllwww.jica.go.jp

舟年海タキ協力陣
シ ア

海開ボランティア

20成-39読まで 40;;;-69設まで

上記年舗であり日本圃痛をもっ万

年2回(晋枇)

原則として2年 原則として1年

JICA関西ボランティ7ページアドレスhttpllwww.jica.go.jp/kansai/enterprise/volunteerノindex.html

(公財)加古川市国際交流協会 〒675-0017加古川市野口町良野3日7-1

TEL 079-425-1 16日 FAX07日425-0200

協会活動の紹介や参加者募集のお知5せを掲賊したホ ムベ ジを公開しています。ぜひと覧ください。

ホームベージアドレス h!tp:llwww.cily.kakogawa.hyogo.jp/hp/kokusai/index.htm 
6 E-MAIL: kia@cily.kakogawa.hyogo.jp 2012昨 IOJI尭行


